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１ 【 事 業 概 要 】 

 

①事業者名及び代表者名 
事 業 者 名 株式会社 高嶋工務店 代 表 者 名 代表取締役 高嶋豊和 

   

②法人設立年月日 

  

 

③資本金 

 

 

④所在地 

所 在 地 石川県羽咋市深江町ト１４５番地 

 

⑤環境保全活動の責任者及び担当者の連絡先 

責  任  者 高嶋 豊和 担  当  者 二宮 美津子 

連  絡  先 TEL : 0767－22－3013   FAX : 0767－22－6679 

E - M A I L  :   t a k a k o u 1 @ d e l u x e . o c n . n e . j p          

 

⑥事業及び許可内容 

事業内容 土木工事、建築工事、産業廃棄物収集運搬 

 

許可内容 

（産業廃棄物 

収集運搬業） 

許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 期 限 許  可  品  目 

石 川 県 

第 01706131550号 
令和 3 年 12月 1 日 令和 8 年 11月 15 日 

木くず、ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ 

くず及び陶磁器くず、がれき類 

(積替え、保管を除く) 

 

⑦事業規模 

 

⑧施設等の状況 

運搬車両の概要 運搬車両の種類 最大積載量 台  数 

ダンプ３ｔ（6885） 3,000ｋｇ １台 

ダンプ４ｔ（5329） 3,500ｋｇ １台 

＊収集運搬の対象は、下請けとして、自社が行なった工事から出る廃棄物（コンクリート 

くず等）の収集運搬 

 

 

 

法人設立年月日 昭和５７年８月７日 

資 本 金 ２，５００万円 

活 動 規 模 単 位 ２０２３年 

完成工事高 百万円 １３４ 

従 業 員 人 ７ 

事務所床面積 ｍ２ ８４５ 

産業廃棄物の処理量 

（収集運搬量） 

 

単位 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 

ｔ １１．１ ０ ０ 

mailto:takakou1@deluxe.ocn.ne.jp


2 

 

２  【 対 象 範 囲 】 

 

認証・登録範囲  ・土木工事及び建築工事の施工並びに施工管理 

          

      

環境経営レポートの対象期間   ２０２２年８月 ～ ２０２３年７月 

 

３  【 環 境 経 営 方 針 】 

 

 

                 企業理念 

有限な地球上の資源を計画的に利用し、活用する事は地球人の義務であり 

ます。活用は必然的に副産物を伴い環境保全は現世、未来へ健全な状況維 

持の継続であり又、私共建設業は効果的な保全取り組みにより最善の結果 

を出し又、フォーロアップする事により経費節減、管理の効率化を促進し 

企業の健全化を図ります。  

 

① 建設業務全般を通じ環境保全を推進し、地域に密着し貢献します。 

② 建設業の社会的信頼度の高揚を図り、企業の発展を図ります。         

③ 建設技術の研磨を図り自然に優しい技術取得を図ります。 

  

 

 

 基本方針 

株式会社 高嶋工務店は本店及び各現場内の事業活動において、社員各自が                                    

    環境保全を最重点項目に掲げて環境知識を取得し地域社会の発展に寄与します。    

 

① 省エネルギー、省資源及び廃棄物の抑制を推進します。 

② 建設工事における環境負荷の低減を図ります。 

③ 建設現場等での再生資源の利用を推進します。 

④ 環境関連法規を遵守し、自然環境、地域社会の保全に努めます。 

⑤ 全社員の環境知識の高揚、管理組織体制の整備をします。 

 

これらを推進するため、環境経営の継続的改善を図ります。 

2021 年  9 月  6 日 

株式会社 高嶋工務店 

代表取締役 高嶋豊和 

この環境経営方針は社内外に公表します 

 

 

ＳＤＧＳ宣言 

     当社は環境方針に基づきＳＤＧＳとの関連を明確にし、今後は事業活動を通して 

     社会課題の解決に貢献していきます 
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４  【 環 境 経 営 目 標 】 

 

１ 【 社会課題の解決 】 

 

当社の環境方針に基づきＳＤＧｓとの関連を明確にして環境経営目標を設定し、社会課題の解決に

取り組みます。 

 

環境経営目標項目 

関連するＳＤＧｓ 

6 11 12 13 14 15 

安全な水

と持続可

能な管理 

住み続け

られるま

ちづくり 

持続可能

な生産と

消費形態 

気候変動及

びその影響

の軽減 

海の豊か

さを守る 

陸域生態系

の保護及び

生物多様性 

1 環境に配慮した工法の推進       

・エネルギー使用量が削減できる工法       

・自然環境を損なわない工法       

・振動、騒音の発生が少ない工法       

・再生資源の積極的活用       

2 二酸化炭素排出量の削減       

・建設現場自動車及び重機燃料の削減       

・電気の使用量の削減       

・灯油の使用量の削減       

3 産業廃棄物排出量の抑制と再資源化       

4 地域の住まい環境及び自然環境の保全に 

資する工事の積極的受注 
      

5 水使用量の削減       

6 紙使用量の削減       

7 地域の環境保全活動と教育の推進       

・海岸線のごみ拾い、河川の清掃       

・道路清掃・補修、空き家の再生など       

 

 

 

２ 【 環境負荷の概要 】 

 

環 境 負 荷 単位 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 

イ
ン
プ
ッ
ト 

エネルギー使用量 ＭＪ ５６３，２１２ ６５１，２１６ ７７６，６３３ 

物質使用量（砕石、生コン等） ｍ３     ５１４     ４９５ ３２７ 

水使用量 ｍ３     ２２９     ２２７ ２２０ 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト 

二酸化炭素排出量  kg-CO2 ３７，３００ ４３，４１７ ５１，６２２ 

産業廃棄物排出量 ｔ     ２２３     １２２ １９７ 

一般廃棄物排出量 ｋｇ      ９０      ８６ ９８ 

建設工事高 百万円     １４７     １３２ １７２ 
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３ 【 数値目標 】 

 

環 境 経 営 目 標 単位 
２０２１年 

（ 基 準 ） 

２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 

（ 目   標 ） 

①  環境に配慮した施工の推進でサ

ービスの向上を図る 
件 １～２件   ２件 以上 

② 二酸化炭素排出量  kg-CO2     総量目標なし 

  自動車燃費の向上（建設現場） km/L １１．０ １１．１ 以上 

         （代表車種） km/L ２１．０ ２１．１以上 

 電気の使用量 kWh ５，２８２  ５，２６４  ５，２４６  ５，２２９ 

 灯油の使用量 l ２，１０３ ２，０９６  ２，０８９  ２，０８２ 

③ 産業廃棄物のリサイクル率  ％ ９９ ９９ 以上 

④ 一般廃棄物のリサイクル率  ％ １００ １００ 

⑤ 総排水量  m3 ２２７ ２２６ ２２５ ２２４ 

⑥ 紙使用量  kg ７．４２ ７．３４ ７．２７ ７．２０ 

＊購入電力の排出係数[0.465(kg-CO2/kWh)] 

 

① 環境に配慮した施工の推進を現場毎に（請負金額 1 千万以上）2 件以上提案します。 

② 二酸化炭素排出量は工事量によって使用量が変化するので、数値目標は設定していません。 

軽自動車（建設現場等）は 11.1(km/L)、自動車（代表車種）は 21.1(km/L)以上を維持します。 

本社で使用する電気・灯油使用量を 2021年の実績値を基準として 2024年までに 1％削減します。 

③ 産業廃棄物のリサイクル率は 99％以上を維持します。 

④ 一般廃棄物（可燃ごみ・資源ごみ）のリサイクル率は 100％を維持します。 

⑤ 総排水量を 2021 年の実績値を基準として 2024年までに 1％削減します。 

⑥ 紙使用量を 2021 年の実績値を基準として 2024年までに 3％削減します。 

⑦ 化学物質は使用しないので、目標を設定していません。 

 

５  【 環 境 経 営 活 動 計 画 】 

 

環境経営目標を達成するための下記の項目について、活動を実施します。 

 

環境経営目標（担当者） 取 組 内 容 関連するＳＤＧＳ 

１ 環境に配慮した 建設機械の省エネ運転を推進する  

 

 

 

施工の推進 建設工事の工期短縮で、環境負荷の低減を図る 

（高島和） 環境負荷の少ない施工や工法を採用する 

 再生資源の積極的利用に取り組む 

② 

 

 

 

 

二酸化炭素排出量の 

削減 

（真沼） 

省エネ運転（急発進、急加速、アイドリングの自制等）の徹底  

 

 

 

 

 

 

重機、車両は定期的に整備し、整備不良に伴う燃料増加の防止 

不必要な積載物の有無確認、走行距離の短縮化を図る 

使用する建設機械の機種の適正化を図る 

 

  

 

冷暖房時間の制限及び換気の徹底 

適正な空調温度の維持 

昼休み、不在時などの不要な照明の消灯 

パソコン、コピー機等のＯＡ機器は、省電力設定にする 
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代表者 

高嶋豊 

ＣＯ２削減担当 

真沼 

 

産廃排出削減担当 

高島和 

 

排水削減担当 

二宮 

一般廃棄物削減担当 

高嶋美 

環境総括責任者 

高嶋豊 

 

ＥＡ２１事務局 

二宮 

事 務 所 

建設現場等 

建設現場責任者 

（ＥＡ２１ 担当者） 

高島和 

真沼  

従 業 員 

 

下請等の協力会社 

 

３ 産業廃棄物排出量の 

抑制 

（高島和） 

マニフェストの管理  

 

 ５Ｒ運動（拒否、返却、削減、再使用、再生）を推進する 

４ 一般廃棄物排出量の 

削減 

（高嶋美） 

一般廃棄物分別の徹底  

 
５Ｒ運動（拒否、返却、削減、再使用、再生）を推進する 

５ 
水使用量の削減 

（二宮） 

 

水道配管からの漏水を点検する  

 

 

 

重機、車両の洗車や現場の清掃は、川水を利用する 

バルブの調整により水量及び水圧の調節を図る 

６ 紙使用量の削減 

（二宮） 

片面使用済コピー用紙の再利用  

 

 

 

 

 

 

両面コピー、縮小コピーの徹底 

設計書、仕様書及び図面等の印刷は必要最小限になるよう考慮する 

使用済封筒の再利用を図る 

ペーパレス化を図る 

７ 環境教育及び地域の環

境活動の推進を図る 

（高嶋豊） 

社員の環境教育を実施し、環境認識の高揚を図る  

地域の環境活動に積極的に参加する 

 

６  【 実施体制の組織図及び責任と権限 】 

       

    

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営目標担当責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

指示・協力・教育等 
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【 責 任 と 権 限 】 

代表者 ① 環境経営方針の策定         

② 資源の用意 

③ 環境管理責任者の任命 

④ エコアクション２１の全体の見直し 

環境総括責任者 

 

① 環境経営システムの構築、実施、管理 

② 環境経営活動の取組結果の報告 

環境目標担当責任者 ① 環境経営活動計画の内容の推進 

② 環境経営目標の達成状況の確認 

ＥＡ２１事務局 ① 環境記録の作成 

② 環境負荷データの整理 

③ 文書記録の管理 

建設現場責任者 

（ＥＡ２１ 担当者） 

① 現場毎の環境目標の設定 

② 施工計画書の作成、管理 

協力業者 ① 省エネルギーへの取組、廃棄物の分別等の協力をし、 

  環境保全活動を推進する 

 

７  【 環 境 経 営 目 標 の 実 績 】 

   

当社における 2023 年を含めて過去３年間における実績結果は、以下の通りです。2023 年のみ評価して

あります。 

 

環 境 経 営 目 標 単位 2021 年(実績) 2022 年(実績) 2023 年(実績) 2023 年(目標) 評 価 

① 環境に配慮した施工の推進で

サービスの向上を図る 
件 １～２   ２   ２ ２ 〇 

② 二酸化炭素排出量  kg-CO2 ４３，４１７ ５１，６２２ ３９，４０４   

 自動車燃費の向上(建設現場) km/L １１．０ １１．１ １１．１ １１．１ 〇 

                (代表車種) km/L ２１．０ ２１．１ ２１．１ ２１．１ 〇 

電気の使用量  kWh ５，２８２ ５，３１６ ４，２９８ ５，２４６ 〇 

灯油の使用量  ｌ ２，１０３ ２，１１６ ２，０５２ ２，０８９ 〇 

③ 産業廃棄物のリサイクル率  ％ ９９．５ ９９．３ ９９．７ ９９ 〇 

④ 一般廃棄物のリサイクル率  ％ １００ １００ １００ １００ 〇 

⑤ 総排水量 m3 ２２７ ２２０ ２２５ ２２５ 〇 

⑥ 紙使用量  kg ７．４２ ７．０４ ６．９１ ７．２７ 〇 

＊購入電力の排出係数[0.465(kg-CO2/kWh)] 

 

８  【 環境経営活動計画の取組結果とその評価 】 

  

 

環境経営目標 取 組 内 容 できた ややできた できなかった 

 

１ 

 

 

 

 

施
工
の
推
進 

 

環
境
に
配
慮
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

建設機械の省エネ運転を推進している ○   

建設工事の工期短縮で、環境負荷の低減を図る ○   

環境負荷の少ない施工や工法を採用している ○   

再生資源の積極的利用に取り組んでいる ○   

施工計画書で施工及び工程管理を計画し、工期を短縮することでエネルギーの効率的利

用を図っています。建設副産物のリサイクルの促進を図っています。 
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２ 使
用
量
の
削
減 

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油 

省エネ運転（急発進、急加速、アイドリングの自制等）の徹底 ○   

重機、車両は定期的に整備し、整備不良に伴う燃料増加の防止 ○   

不必要な積載物の有無確認、走行距離の短縮化を図る ○   

使用する建設機械の機種の適正化を図る ○   

省エネ運転、使用前点検、運搬ルートの効率化を徹底し、削減に取組んでいます。 

 

 

電
気
使
用
量
の
削
減 

  

 

冷暖房時間の制限及び換気の徹底  ○  

適正な空調温度の維持 ○   

昼休み、不在時などの不要な照明の消灯 ○   

パソコン、コピー機等のＯＡ機器は、省電力設定にする ○   

ｴｱｺﾝの時間制限及び除湿、網戸で通風を利用する等、日常的な節約を実施し、削減を図

りました。事務所の照明は、昼休み、不在時など、不要な時はこまめに消灯しています。 

 

３ 
排
出
量
の
抑
制 

産
業
廃
棄
物 

マニフェストの管理 ○   

５Ｒ運動（拒否、返却、削減、再使用、再生）を推進する ○   

建設資材はダブルチェックすることで、無駄を抑制しています。 

現場で発生した残土は乾燥させて再利用する等、工夫しています。 

 

４ 

 

排
出
量
の
削
減

一
般
廃
棄
物 

 

 

 

一般廃棄物分別の徹底 ○   

５Ｒ運動（拒否、返却、削減、再使用、再生）を推進する ○   

５R運動（ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞのﾘｻｲｸﾙ、お弁当持参、ﾏｲﾊﾞｯｸ、詰替え可能な商品等）を推進して 

います。 

 

５ 
水
使
用
量
の
削
減 

水道配管からの漏水を点検する ○   

重機、車両の洗車や現場の清掃は、川水を利用する ○   

バルブの調整により水量及び水圧の調節を図っている ○   

 

 

漏水点検、バルブの調整、日常的に節水を励行しています。 

 

６ 

 

紙
使
用
量
の
削
減 

片面使用済コピー用紙の再利用 ○   

両面コピー、縮小コピーの徹底 ○   

設計書、仕様書及び図面等の印刷は必要最小限になるよう考慮する ○   

使用済封筒の再利用を図る ○   

ペーパレス化を図る ○   

 

 

社内 LAN、文書の電子化等の取組みで、削減を図っています。両面、集約・用紙裏面利用 

、ミスコピーの防止を徹底しています。 

 

７ 

の
推
進
を
図
る 

地
域
の
環
境
活
動 

環
境
教
育
及
び 

 

社員の環境教育を実施し、環境認識の高揚を図る ○   

地域の環境活動に積極的に参加する ○   

 熱中症対策の社内教育を実施しました。なぎさクリーン運動は中止、道路・河川愛護デ

ーの環境活動に参加しました。 

評価者 代表取締役 高嶋 豊和 評価年月日 令和５年８月２８日 
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９  【 次 年 度 の 取 組 内 容 】 

 

１ 【 社会課題の解決 】【 数値目標 】【 環境経営活動計画 】は２０２２と同様に環境活動を継続 

   します。 

 

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧＳ）１１【住み続けられるまちづくりを】の取組みとして、空き家の再

生及びほ場整備事業（深江地区）の推進状況を盛り込んだ環境経営レポートを作成します。 

 

 

１０【 環境関連法規等の遵守状況、法規制への違反、訴訟等の有無 】 

   当社に適用される環境法規制は以下の通りです。 

環境関連法規 適用範囲 遵守事項 責任者 

廃棄物処理法 産業廃棄物 保管   ・積み上げ高さの厳守 

・事業所外での廃棄物を保管する際の保管場所の届出 

焼却厳禁 ・野外焼却の禁止 

マニフェスト管理 

・マニフェストの交付   ・回収、照合 

・保管          ・未回収戻り票の報告 

・交付状況報告 

・委託した廃棄物処理業者が適正に処理しているか現地調査などで確認 

収集・運搬 

・許可番号等の表示、書面を備え付ける 

・産業廃棄物が飛散、流出しないように収集、運搬する 

・悪臭、騒音、振動による生活環境保全上の支障が生じない措置を講ずる 

・許可の更新を受ける 

・収集・運搬の名義貸しの禁止 

・帳簿を備えて規定の事項を記録し、保存する 

水銀廃棄物の適正処理 

・水銀使用製品廃棄物の置場の掲示板の設置と区分保管 

・水銀廃棄物の処分の許可を有する処理業者に処理を委託し、 

 適正処理の状況を確認する 

高島和 

建設リサイクル法 新築工事 

解体工事 

 

請負契約時に解体工事費用等を書面に記載 

建設副産物の分別解体等の実施 

（石膏ボードその他の建設資材はあらかじめ取り外してから木材を取り外す） 

発生した建設副産物を再資源化 
高島和 

資源有効利用促進 

法に基づく省令 

土木工事 発注者に再生資源（利用及び利用促進）の計画書及び実績表を提出 

実施状況を記録、保管する（１年間） 

騒音規制法 特定建設作業・ 

適用指定地域 

事前届出 

規制基準の遵守 
真沼 

振動規制法 特定建設作業・ 

適用指定地域 

事前届出 

規制基準の遵守 

労働安全衛生法 解体・改修工事

に伴う石綿等

の除去作業 

労働基準監督署に建築工事計画書届を提出 

作業環境測定、健康診断 

記録の保 高島和 

石綿事前調査

及び結果報告 

石綿事前調査（書面調査・目視調査及び分析調査） 

事前調査結果の報告及び保存（工事終了後３年間） 
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フロン排出抑制法 

 

建設機械 

ｷｬﾋﾞﾝ内のｴｱｺﾝ 

３カ月に１回の簡易点検の実施 

記録の保管（破棄した後も３年間保管） 

破棄する時は引取証明書を作成し、機器と一緒に渡す（原本３年間保管） 真沼 

建築物の 

解体工事 

事前にフロン排出抑制法の第一種特定製品の有無を確認する 

有の場合は事前確認書に記載し、発注者に報告する（３年間保管） 

 

過去３年間に廃棄物処理法、建設リサイクル法、上記の環境関連法規等について、関係機関等 

から特に指摘等はありませんでした。また訴訟も同様に 1件もありませんでした。 

２０２３年２月２７日、８月２８日に環境総括責任者が各遵守事項の状況を自己チェックにより確

認しましたが、すべて順守されています。 

 

 

 

１１ 【 地域社会や住民に対する貢献及び環境に関するその他の取組み 】 

     

当社にて、２０２２年８月～２０２３年７月の環境保全活動は以下の通りです。 

 

日  程 環 境 活 動 の 内 容 参  加  者 実施状況 

８月  道路クリーン作戦  中止 

４月 なぎさクリーン運動  中止 

６月 河川愛護デー（深江町） 高島和 実施 

６月 道路愛護デー（深江町） 高島和 実施 

７月 なぎさクリーン運動  中止 

 

 

 主な環境保全活動及びＳＤＧＳの取組み事例  

              

 

◆ 現場の周辺環境の配慮                       ◆  地域の環境活動の推進 

 

【 一般国道 249号線のゴミ拾いを実施 】         【 河川愛護デー（深江町） 】  

2023年 2月                         2023年 6月    
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１２ 【 代表者による全体評価と見直しの結果 】 

 

 

 環境経営目標の数値目標は全ての項目で、目標を達成しました。法規遵守及び無事故・無違反 

はありませんでした。 

省エネ、省資源、節水、地域社会の保全等の環境への取組を軸として、ＳＤＧＳの取組みも努め

ています。 

当町内の老齢化に伴う過疎化対策（空き家の再生等）及びほ場整備事業を推進し、更なる社会貢

献や信頼性の向上に繋げます。 

 

2023 年 8 月 28 日 

株式会社 高嶋工務店 

代表取締役 高嶋豊和 

 

 


